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そこで本論では 『ランスロまたは荷車の騎士』 とその先駆となる物語の痕跡, あるいは
同じテーマをもつ作品を取り上げて比較を試みてみたい｡ テーマは王妃の略奪と救出に限











花 田 文 男
 これらのあるいはその他の前後の矛盾については以下を参照｡ Gaston Paris, 〈Etudes sur les romans de la
Table Ronde, Lancelot du Lac〉, Romania, XII, 1883, pp.483-485 ; Jessie L. Weston, The Legend of Sir
Lancelot du Lac, London, David Nutt, 1901, pp.43-44 ; James D. Bruce, The Evolution of Arthurian
Romance from the Beginnings down to the Year 1300, 2 vol., Go¨ttingen, 2nd edn, 1928 (repr. Gloucester,
Ma., Peter Smith, 1958), vol. I , pp.195-196. ただしフラッピエは, これらの不統一をまったく否定はしない
ものの, むしろ作者は王妃の探索と救出という一挿話に物語を限定してその枠内では一貫性をもたせ, 数々
の冒険はそれ自体としてではなく, 登場人物の性格の描写, 内面の表出に利用しているにすぎないと述べて
いる (Jean Frappier, Chre′tien de Troyes, Paris, Hatier, 1968, pp.132-134)｡
 Gaston Paris, art. cite′, p.485 ; Jessie L. Weston, op. cit., p.44 ; Roger Sherman Loomis, Arthurian Tradition
and Chre′tien de Troyes, New York, Columbia University Press, 1949, p.24 ; Jean Frappier, op. cit., p.132.
 Gaston Paris, art. cite′, p.515. Cf. Jean Frappier, op. cit., p.132.
１ 『荷車の騎士』 の物語
図式は図式として, 今すこしくわしく以下にクレチアン・ド・トロワの作品の内容を見
ることにする(５)｡ 『荷車の騎士』 はこの図式に大きくは従いながらも, 当然のことながら






わる｡ この国の騎士, 貴婦人と娘を獄に囚えているぞ｡ かれらを救う力も富もあるまいと















 Jean Frappier, ibid., p.134. ガストン・パリスは起源となる物語について, 同趣旨のことをより簡単に述べて
いる｡ ｢死者の国の王による王妃の略奪がまず取り上げられ, 彼女の夫があらゆる障害にもかかわらず, 探索
におもむき, 彼女を連れかえる｣ (Gaston Paris, art. cite′, p.514)｡ なお王妃の誘拐と救出を主題とする多く
の物語の図式的研究として次のものがある｡ Gertrude Schoepperle Loomis, Tristan and Isolt, A Study of
the Sources of the Romance, 1913, 2 vol., repr. New York, Burt Franklin, vol.Ⅱ, pp.528-545.
筆者は主にケルトの伝説, 物語における他界への訪問譚を別に扱った (拙論 ｢他界に行った人の物語｣ 『国府
台経済研究』 第18巻第２号, 千葉商科大学経済研究所, 2007年, 57-114ページ)｡ ケルトの二三の ｢航海譚｣,
｢エーダインへの求愛｣, ｢ヘルラ王｣, ｢オルフェオ卿｣ などである｡ ランスロの王妃を求めての冒険行も他界
訪問譚の系列に属するもので, 図式的には ｢エーダインへの求愛｣ がもっとも近い｡ 本論は上記の拙論の続
編をなすものである｡
 テキストとしては詳細な注が付いて比較, 参照に便利な次の版本を用いた｡ Chre′tien de Troyes, Le Chevalier
de la Charrette, Edition bilingue. Publication, traduction, pre′sentation et notes par Cathrine Croizy-Naquet,
Paris, Champion, 2006, 〈Champion Classiques〉. 以下クレチアン・ド・トロワの作品は 『荷車の騎士』 と記
す｡ 邦訳には 『ランスロまたは荷車の騎士』 神沢栄三訳 (『フランス中世文学集 ２』 白水社, 1991年) があ
る｡ ただし邦訳は底本が異なる｡



















をつけ王妃の一行を追う｡ 朝の一時課まで追跡すると, 十字路でとある乙女に会う｡ 彼女
は問われて, 王妃を奪った者がゴールの王の息子, メレアガンであることを明かす｡ この








る｡ 豪華なしかし人っ子ひとりいない城に到着し, 食事を共にする｡ 寝台に横になるまで



























る｡ かれは一晩の宿を貸すことを申し出る｡ 妻と七人の子供たちも騎士を歓迎する｡ かれ
らはローグル王国 (アーサー王の支配する国) の生れで, 今はここに囚われているのだ｡
郷士はかれが誰でどこの国の者かをたずねるが, 騎士の名を聞こうとはしない｡ かれは異
国の者が一度来たら出られない, 入ることはできてもとどまらなければならないこの国の
慣習を説明する｡ ただしひとりがこの国から出れば, すべての人々も自由になる｡ 騎士が
王妃を解放するために来たのだと知ると, 郷士は助力を申し出る｡ 郷士のすすめる安全な














































い｡ 翌日ふたりは戦いの場にあらわれる｡ ボードマギュと王妃は塔の上にいて, 国中から
集まった双方の側の人々と共に, 決闘を窓から観戦する｡ 馬上の槍の戦い, 徒歩の剣の戦
いと続く｡ 前日に受けた傷のために荷車の騎士は次第に劣勢となる｡ かしこい娘がいて,






る｡ 囚われの人々のひとりが国を出れば, 他の者も出て行くのがこの国の慣習である｡ 囚
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(もっとも中世フランス文学ではしばしば夏 e′te′ のおとずれと表現される) を知らせる季







 Gaston Paris, art. cite′, p.515.
 ただしのちに見るようにトマス・マロリーの 『アーサー王の死』 では, 王妃は五月の花つみの最中に誘拐さ
れる｡











されなくはない｡ 本来はメレアガンが用いたかもしれない ｢強いられた約束｣ の策略をクー
に移しかえて語ったために, 宮廷の場面を作者はあまり長引かせたくなかったであろう｡
後々の物語の進行のためにもここではぜひともクーに一役買ってもらいたかった｡ 緊張し





がそのために動転した｣ (v.81) とあってなすすべがなかった｡ 本来ならば誘拐者である
メレアガンが用いてもよかった ｢強いられた約束｣ の術策に代えて, 王妃の運命は森での
一騎打ちによって決せられることになる｡ 原話がすでにそうなっていたのかもしれない｡
しかし元来このモチーフを好むクレチアン・ド・トロワは, ここで ｢強いられた約束｣ を
捨て去るにはしのびなかった｡ ｢強いられた約束｣ の行使はクーの手に移される｡ 通常の




な要求にも使われるし(13), 内容を本人自身も決めていない文字通りの ｢白紙の委任｣ と
なることもある｡
物語の中では ｢強いられた約束｣ は, 多くは場面の急転を引き起こし, 物語の進行に活
力を与える作用がある｡ 古くから使われてきたしたがってやや定型化したこのモチーフを
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 Jessie L. Weston, op. cit., p.43.
 Ibid.
 ｢強いられた約束｣ については次を参照｡ Jean Frappier, 〈Le motif du 《don contraignant》 dans la litte′rature
du Moyen Age〉, dans Amour courtois et Table Ronde, Gene｀ve, Droz, 1973, pp.225-264.
 Chre′tien de Troyes, Le Chevalier de la Charrette, op, cit., vv.5392-5401.
 Chre′tien de Troyes, Erec et Enide, e′d, par Jean-Marie Fritz, dans Chre′tien de Troyes, Romans, Le Livre







でしょう｣ (vv.87-90)｡ 王はかれの言葉を聞いて一瞬茫然としたものの, 気を取りなおし
てたずねる｡ ｢それは正気かそれとも冗談かね｣ (v.96)｡ しかしクーの答えは変わらない｡
｢家令殿, これまでのように宮廷に残ってくれ, おまえをとどまらせるためなら, すぐに
もおまえに与えぬ物はこの世にはないのだ｣ (vv.106-110) とまで言って, 王はクーを説
得する｡ 与えぬ物はこの世にはない, 何でも与えようというのであるから, ここでクーは
自分の望みを存分に述べれば目的を達せられるはずなのに, かれは頑としてまだあとには
引かない｡ 王は困り果てて王妃のもとに行き, 事の次第を話す｡ ｢わたしのためにはした
くないことも, そなたの頼みとあってはかれはすぐにするであろう｣ (vv.120-121) から
である｡ ｢わたしのためにはここに残らなくても, そなたのために残るようにとりなして
くれ｣ (vv.123-124)｡ もはや王の権威よりも王妃のそれを頼みにするしかない｡ 嘆願して
だめならば, ｢いっそかれの足元に身を投げ出してくれ｣ (v.125) とまでいって, 王妃を
かれのもとに送り出す｡
一体王のクーに対する態度はどこからくるのであろうか｡ ｢もしかれを失うようなこと
があれば, わたしの喜びもなくなるだろう｣ (vv.126-127) とも王はいっている｡ アーサー












ある｡ そこで王にいわれたとおり, ｢王妃はかれの足元に一思いにひざまずく｣ (vv.148-
149)｡ クーは王妃を立ち上らせようとするが, 今度は王妃が願いが聞き届けられるまでは
とゆずらない｡ そこでクーはあたかも困り果てたかのように, やむを得ず譲歩するかのよ
うに, 宮廷に残ることを約束した｡ ただしその条件は, ｢王が前もってかれの望むことを
認め, また王妃自身もそうする｣ (vv.155-157) ということであった｡ 王のもとにもどっ
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 たとえば ｢キルッフとオルウェン｣ (『マビノギオン』 中野節子訳所収, JULA 出版局, 2000年, 157-214ページ)
を参照｡
た王妃はクーを引きとめたことを報告し, その条件を述べる｡ 王は安堵のため息をほっと
つき, ｢何であれ, クーの求めることに従うであろう｣ (vv.169-170) と約束する｡ ここで
初めてクーは自分の望みを披瀝する｡ ｢ここにいる王妃をわたしにあずけることをお許し
ください｡ 森でわれらを待つあの騎士のあとを追います｣ (vv.176-179)｡ これを聞いて王
は困惑したが, 王に二言があってはならず, クーの求める使命を許した｡ しかしいらだち,
苦しんでいることは王の表情から隠しようもない｡ 王妃も落胆した｡ 家中の者すべてにとっ
てもクーの望みは思い上った狂気の沙汰としか思えない｡
しかし約束どおり王妃はクーに託された｡ 打ちひしがれ, ため息をつきつつ, 王妃は馬

























この独白によって王妃とランスロの密かなつながりが暗示される (Le Chevalier de la Charrette, op. cit.,
p.81, note 16)｡ 他方では恋人の出現や来訪を心に念じただちにかなえられる古謡の ｢お針子の歌｣ (chanson
de toile) や ｢短詩 (lais) にある, ｢念ずればかなう｣ 式の民俗的モチーフを借りてきたものと解することも
できる｡ 王妃の呼びかけがランスロを出現させ, 同時に王妃とランスロの関係を示すのである｡ こう解するこ
とによってランスロの突然の出現という奇妙さも物語的合理性をもつことができる (Antoinette Saly, 〈Motifs
Folkloriques dans le Lancelot de Chre′tien de Troyes〉 , dans Image, Structure et Sens, CUERMA
(Senefiance N°34), 1994, pp.33-47)｡
するのかということである｡ 物語がはじまると同時にメレアガンは王妃を的に決闘を宣言
するものの, その理由をメレアガンも作者もあきらかにしない｡ このタイプの類話では王
妃を奪う者は, 前世で王妃の夫であった(17), 王妃の結婚前から王妃と婚約していた, あ
るいは長い間王妃を愛していたことになっている(18)｡ そして当初からそのむねを告知し,




















 『荷車の騎士』 での複雑な ｢強いられた約束｣ と対照させるために, もっとも理解しやすい例とされる 『謎の美
少年』 の冒頭に出てくる場面を紹介する (Renaut de Beaujeu, Le Bel Inconnu, e′d. par G. Perrie Williams,
Paris, Champion (CFMA), 1967, vv.11-227)｡
アーサー王が戴冠式を挙行したあとの饗宴にひとりの若者 (実はゴーヴァンと妖精の間の子, ガングラン)
が突然馬で乗りつけ, ｢自分の求める最初の約束｣ (v.85) を王に要求する｡ 粗野で性急であるが率直な若者の
要求に王はただちに応ずる｡ 宴も果てぬうちに, 優美な乙女が宮廷に到着する｡ 彼女はある王女の使いで,
危機から王女を救ってほしいと王に嘆願する｡ それには, ひとりの最良の騎士がいて, ｢恐怖の接吻｣ (le Fier
Baissier, v.192) の冒険によって大蛇にされた王女を魔法から解放しなくてはならない｡ 恐ろしさにみながし
りごみする中で, ガングランが進み出て, 今こそ先の約束をかなえてほしい, 自分が王女を救いに行くと願
い出る｡ ガングランの若さ故に引き止めるものの, 結局王は申し出を認めざるをえない｡ 最良の騎士を求め
て最悪の騎士を与えられた事態に腹を立て, 乙女は宮廷を去る｡ 若者は勝手に乙女の供をする｡ こののち若
者は数々の武勇を発揮し, ｢恐怖の接吻｣ の試練も乗りこえて, 王女を救うことはいうまでもない｡
この作品での ｢強いられた約束｣ の特異な点は, 約束がなされてもただちに約束の内容を申し立てるわけで
はないことである｡ 白紙の約束をアーサー王から受け取った時には, 何を要求するかはガングラン自身にも
定まっていなかった｡ 間を置いて, 使者が救いを求めた時に, はじめて与えられた権利を行使するのである｡
あらかじめ何かを目的とした意図した行為ではなかった｡
 前掲拙論とくに ｢６ エーダインへの求愛｣ (89-96ページ) を参照｡
 のちに見る 『ランツェレット』 およびトマス・マロリーの 『アーサー王の死』 の場合｡



















て, 郷士は答える｡ ｢そうすれば他の者もすべて自由の身となって, 晴れてここから出て
行くことになりましょう｡ ひとりがこの牢獄から堂々と外に出れば, 間違いなく他の者も
何の妨げもなくここから出ることができます｣ (vv.2116-2121)｡ これはその前の郷士の言
葉にある呪われた ｢慣習｣ (costume, v.2102) に対応する｡ 慣習によれば, ｢異国の者が
ここに来たら, ここにとどまり, この地につながれなくてはなりません｡ 望む者は入るこ










 Gaston Paris, art. cite′, p.515, note 4.
 ｢望む者は入ることができる｣ (v.2107) とはややつじつまの合わない表現である｡ それではランスロが剣の橋
を苦労して渡ったのが無用の冒険となってしまう｡ ここではともかく ｢ここにとどまらなくてはならない｣




 ランスロの使命については次を参照｡ Jean Rychner, 〈Le sujet et la signification du Chevalier de la
charrette〉, dans Vox Romanica, t. 27, 1968, pp.62-65.


































 Jean Frappier, Chre′tien de Troyes, op. cit., p.144.
 アレクサンドル・ミシャは王妃をめぐる争いは隣り合う領主間の世俗的, 封建的な日常の光景にすぎず, な
んら神話的なものではないとしている (Alexandre Micha, 〈Sur les sources de la 《Charrette》〉, Romania,













しかしそこにいたるには二つの危険な道があって, 一つは水中の橋 (li Ponz Evages,




ぐれ時に剣の橋につく｣ (vv.3009-3012)｡ 時は夕ぐれであたりはうす暗く, そこに流れて
いる河はただ恐ろしい｡ ｢かれらは恐ろしい橋のたもとで馬を下り, 不吉な, 色も黒くと
どろきわたり, すさまじく重たげな流れを見る｡ 大変みにくく無気味でまるで悪魔の河の
よう｡ とても危険で深く, もし落ちたりしたら, 塩からい海に流されぬ者はこの世にいな





















河の描写とうって変って, 塔あるいは天主閣は, ただ見たこともないほど ｢壮大な｣









丘のふもとに ｢荒れ狂う深い河を見る｣ (v.2980)(28)｡ 河には小舟に乗って釣り糸をたれる
老人がいる｡ ペルスヴァルは一夜の宿を求め道をたずねる｡
教えられるままにペルスヴァルは坂道を登り, 丘のいただきに来た｡ しかし, ｢丘のい
ただきに立ち前方を見守ったが, 見えるのは天と地だけである｣ (vv.3031-3033)｡ 落胆し,
いつわりを教えられたことに立腹したペルスヴァルだが, ｢その時かれの前方の谷間に塔
の上層があらわれるのを見た｡ ベイルートにいたるまで, これほど美しくこれほどどっし
りとしたものは見いだせないだろう｡ 四角く, 灰色の石で作られ, 周囲には小塔があった｡
塔の前には大広間のある館が, さらにその前には控えの間があった｣ (vv.3044-3051)｡ 何
も見えなかったはずの谷間にまず塔の先端があらわれ, ついで小塔と館など城の全体が目
に入る｡ 塔自体は, ランスロが見たものと同様, 外観だけを見ればベイルートにいたるま
で見いだせない美しいものであったものの, 特別に不思議なものではなさそうである｡
ここにいたるまでの道すじを考えてみると奇妙なものであった｡ ペルスヴァルは朝早く
出立し, ｢一日中道を進んだ｣ (v.2970) わけだから, すでに日は暮れようとしていたであ
ろう｡ 深く流れの速い河に行き当り, 水に進み入ることもならず, やむをえずかれは ｢岸
に沿って行くとひとつの岩に突き当り, しかもその岩には流れが接していて, 先に進むこ
とはできなかった｣ (vv.2986-2989)｡ ところが折よくあらわれて, 一夜の宿を貸すという
釣り人の指示は次のとおりである｡ ｢この岩に開けられた裂け目を登りなさい｡ 上に達す
れば, あなたの前の谷間に, 川と森の近くにあるわたしの住む館が見えるでしょう｣ (vv.
3023-3028)｡ ペルスヴァルがはじめに来たときには前をさえぎられて進むことができず,
その時には見えなかったであろう岩の裂け目を登れといわれる｡ かれはその裂け目を通っ




 Roger S. Loomis, 〈The Spoils of Annwn. An Early Arthurian Poem〉, dans PMLA, LVI, 1941, p.913.
 Jean Frappier, 〈Fe′erie du Chateau du Roi Pecheur〉, dans Autour le Graal, Gene｀ve, Droz, 1977, pp.307-
322 ; Antoinette Saly, 〈Le Pont de l'Epe′e et la Tour de Baudemagu〉, dans Image, Structure et Sens, op.
cit., pp.63-74.
 Chre′tien de Troyes, Le Conte du Graal (Perceval), publie′ par Fe′lix Lecoy, Champion (CFMA), 1975.












て今朝恋人を殺されて嘆いている乙女 (実はペルスヴァルのいとこ) に出会う｡ かれは乙











ティンタジェルの塔は始原の時に, ｢かつて巨人たちが築いた｣ (v.106)(32) ものという｡
｢そこでティンタジェルはその昔魔法の城と呼ばれていた｡ 魔法の城とは言い得て妙,
一年に二度姿を消すのだから｡ 土地の者であれ誰であれ, いくら目をこらしていても, 一
年に二度城を見失うと里人は確言する｡ 一度は冬に一度は夏に, と近在の者はいう｣ (vv.
131-140)｡
土地の言い伝えではティンタジェルの城は一年に二度, おそらくは夏至と冬至に姿を隠




(Caradoc of Llancarvan) は, やや場違いとも思える聖者伝に王妃の誘拐と救出の断片
をすべりこませている｡ おそらく1136年以前, 遅くとも1160年頃に, かれは 『ギルダス伝』
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 ペルスヴァルが河を渡ったという記述はない｡
 Le Conte du Graal (Perceval), op. cit., vv.3452-3481.
 La Folie d' Oxford, dans Les deux poe`mes de la Folie Tristant, e′dite′s par Fe′lix Lecoy, Paris, Champion
(CFMA), 1994.
(Vita Gildae) を著わした(33)｡ ここでは誘拐者はメルヴァス (Melvas), 救出しようとす
るのはアーサー王である｡ さして長くはない一節なので関連する個所を訳出してみる｡
ある島に隠棲していたギルダスは海賊に追われて島を出なくてはならない｡
｢ギルダスは小舟に乗りグラストニア (Glastonia) に入った｡ 時に夏の国 (aestiva
regione) ではメルヴァス王が君臨していた｡ グラストニアの修道院長からしかるべく迎




















は ｢暴虐の王｣ (iniquus rex) とされ, アーサー王でさえも ｢小王｣ (tyrannus) とやや






 Jean Frappier, Chre′tien de Troyes, op. cit., p.134.
 Caradoc of LLancarfan, Vita Gildae, dans E.K. Chambers, Arthur of Britain, 1927, repr. Cambridge,
Speculum Historiale, 1964, pp.263-264 (Records XX).カラドックと 『ギルダス伝』 およびグラストンベリー
についてはなお次を参照｡ Edmond Faral, La le′gende arthurienne, 3 vol., Paris, Champion, 1929, tome II,
pp.409-421.
 教会のアーサー王に対する態度および rex rebellis については次を参照｡ Roger S. Loomis, Arthurian
Tradition and Chre′tien de Troyes, op. cit., p.14 ; Martin Aurell, La le′gende du roi Arthur, Paris, Perrin,




ためにちがいない｡ しかも時はあたかもジェフリー・オヴ・モンマス (Geoffrey of











｢グラストニア (Glastonia) は古くはイニスグトリン (Ynisgutrin) と呼ばれ, 今でも
土地のブリトン人にはそう呼ばれている｡ ブリトン語のイニス (ynis) はラテン語の島
(insula) であり, グトリン (gutrin) はまさにガラス (vitrea) である｡ しかしアングル
人の来寇以後, ブリトン人すなわちウェールズ人は追放され, 元々の語を継承してグラス
トンベリー (Glastigberi) と名付けられた｡ すなわちアングル語の glas はラテン語の
vitrum であり, beria は civitas である｡ そこからグラストンベリー (Glastiberia) つま
りガラスの町 (Vitrea Civitas) となった｡｣(36)
グラストンベリーの本来の語源はこの土地の支配者の姓であった Glaesting から来たも
ので, ｢グレスティングの町｣ と解すべきものであり, glas (＝glass) とは関係はない(37)｡
しかも作者はグラストンベリーを先住者のブリトン人の町の名 Ynisgutrin の直訳にすぎ
ないという｡ 作者はまた前にグラストンベリーがあった地方を ｢夏の国｣ (aestiva regio)
としている｡ これも元々部族名であった Somerset という地方名を多少の類似にもとづい
て Summer (夏) に付会したものにすぎない(38)｡
結局メルヴァスは ｢夏の国｣ を支配し, そこにあるとりでである ｢ガラスの町｣ あるい




ように輝く所である｡ また他界は常夏の国であるとも考えられた(40)｡ 『ギルダス伝』 に記
されたわずかな地名からも, この誘拐譚が王妃の他界への誘拐の神話, 伝説が背後にある
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 Caradoc of LLancarfan, Vita Gildae, op. cit., p.264.
 Gaston Paris, 〈Etudes sur les Romans de la Table Ronde〉, dans Romania, X, 1881, p.491.
 Roger S. Loomis, Arthurian Tradition and Chre′tien de Troyes, op. cit., p.219.
と読みとれるのである｡
とすると王妃を奪って近隣の王と事を構えたメルヴァスもただの現実の暴虐な王ですま
されるはずがない｡ 事実 Melvas のウェールズ語形は Melwas であり, その意味は ｢青春
の王｣ であるとされる(41)｡ いかにも夏の国の王にふさわしい名である｡ さらに Melwas は
マエロアス (Maheloas) の形で他の中世フランス文学にあらわれる｡ クレチアン・ド・





かれはメルヴァスと同様に ｢ガラスの島｣ (l'ile de Voirre) の領主である｡ メルヴァス






ンとして 『荷車の騎士』 に再登場させていることになる(44)｡ メレアガンには他界の王の
面影はほとんど失われ, 邪悪な人物となってしまった｡ それでもかれは越えがたい流れの
向こうに住む, 誰もそこから帰らぬ国の王の息子である｡ かれの住む王国の名は Gorre,
一写本では Goirre であるが, これとても Voirre のくずれた形であるかもしれない(45)｡ あ
るいは Gorre はウェールズ語のガラスを意味する語 gutr から派生したともされる(46)｡
中世文学の例にもれず, 『荷車の騎士』 に語られた王妃の誘拐の物語にも, その先例・
類話が 『ギルダス伝』 以外にも存在する｡ もちろん細部にわたって一致をみるわけではな
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 ウェールズ語では ｢ガラスの島｣ (Ynisgutrin), アングル語では ｢ガラスの町｣ (Glatigberi) となっているが,
島も町もここでは区別なく用いられているのであろう｡ 現実のグラストンベリーは沼地に囲まれた小高い丘
の上にあり, あたかも島のような景観を呈しているという (Gaston Paris, art. cite′, Romania, X, p.491)｡
『ギルダス伝』 本文で, この場所は ｢葦と川と沼地によって守られたとりで｣ (munitiones arundineti et
fluminis ac paludis causa tutelae) としているのも無意味な記述ではないのかもしれない｡ ケルト人の他界
は海上の島から川の向こうの城へと移る場合がある｡ グラストンベリーはその後ケルトの他界の島の名であ
るアヴァロン (Avalon) とも同一視され, 十二世紀末にはアーサー王の墓まで ｢発見｣ された｡
 他界の特徴, 景観については次を参照｡ Howard Rollin Patch, The Other World according to Descriptions
in Medieval Literature, Harvard University Press, 1950.
 Roger S. Loomis, Celtic Myth and Arthurian Romance, New York, Columbia University Press, 1927, p.11,
note 27.
 Chre′tien de Troyes, Erec et Enide, op. cit., vv.1942-1947.
 Roger S. Loomis, Arthurian Tradition and Chre′tien de Troyes, op. cit., pp.218-219.
 Gaston Paris, art. cite′, Romania XII, p.511. ガストン・パリスによれば, クレチアン・ド・トロワは異なる源
泉から名をえていて, マエロアスとメレアガンが同一人物であることに気がつかなかったようだ｡
 Roger S. Loomis, Arthurian Tradition and Chre′tien de Troyes, op. cit., pp.219-220.




付されている｡ 濠に囲まれた城の中には Winlogee という女性がいて, 城の左手からは
Isdernus, Artus de Bretania, 右手からは Galvaginus を先頭にして Galvarium, Che と
刻された騎士が城に押し寄せている｡ 城門で防戦しているのは Burmaltus, Mardoc,





る(49)｡ 誘拐の首謀者は類話から推定すると Mardoc らしい(50)｡
いずれにしてもこの場にランスロの姿はない｡ ということは浅浮き彫りに描かれた場面






肝心の幽閉された王妃の名は Winlogee である｡ アーサー王の妻の名には二つの系統が
あったらしく, 古ブルトン語では彼女は Winlowen (白く喜ばしいの意) とされた(52)｡ 時
代はだいぶ下るが, ラテン語で記されたアーサー王物語の一つである 『ゴーヴァンの誕
生』(53) では, 王妃の名は Winlowen 系統の Gwendoloena としてあらわれる｡ また上に述
べた大聖堂の彫刻にあった Isdernus と同一と考えられる人物を主人公とした 『イデール』
(Yder)(54) では, イデールは最後にかれと結婚することになる Guenloie を恋人とするが,
同時にかれは王妃グニエーヴルとの仲をアーサー王にしばしば嫉妬される人物でもある｡
『イデール』 の作者がかれの恋人を Guenloie とする話と Guenievre とする話を折衷した
結果起きた混乱なのであろう(55)｡ Guenievre は中世ウェールズ語で書かれた 『マビノギオ
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 見やすい図版として次のものがある｡ Arthurian Literature in the Middle Ages, ed. by Roger S. Loomis,
Oxford, Clarendon Press, 1959, plate 2 facing p.60.
 画面からの物語の再構成については次を参照｡ Roger S. Loomis, Celtic Myth and Arthurian Romance, op.
cit., pp.9-10.
 Jessie L. Weston, The Legend of Sir Gawain, London, David Nutt, 1897, pp.67-84.
 Roger S. Loomis, Celtic Myth and Arthurian Romance, op. cit., pp.10, 16.
 年代については次を参照｡ Grundriss der Romanischen Literaturen des Mittelalters, vol. IV, Le Roman
jusqu'a` la fin du XIII e sie`cle, tome 1, Heidelberg, Carl Winter, 1978, p.187.
 Roger S. Loomis, Celtic Myth and Arthurian Romance, op. cit., p.7.
 De ortu Waluuani nepotis Arturi, dans Latin Arthurian Literature, ed. and translated by Mildred Leake
Day, Cambridge, D.S. Brewer, 2005.
	 The Romance of Yder, ed. and translated by Alison Adams, Cambridge, D.S. Brewer, 1983.

 Roger S. Loomis, Celtic Myth and Arthurian Romance, op. cit., p.8.
ン』 中にあらわれるアーサー王の妻 Gwenhwyvar (グェンフィヴァル, 白い幻, 白い妖
精の意)(56) に由来する名前で, その後のアーサー王物語群ではこちらが大勢を占めた｡













グ・ド・モルヴィル (原文では Huc von Morville, v.9338) と呼ばれる者があり, かれ
が 『ランツェレット』 のフランス語本を所有し, それを作者に提供したのである｡ 親しい
友人たちの切なる頼みにより, ウルリッヒ・フォン・ツァツィクホーフェンが異国から渡っ
たこの長い物語をできるかぎりドイツ語に写すという重責を荷なったのである｡
イギリス王リチャード一世 (獅子心王) が十字軍の遠征からの帰途, 1192年に聖地での
戦功争いでかねてうらみを買ったオーストリア公に捕えられ, ついでドイツ皇帝ハインリッ
ヒ六世の監視の元に置かれたのは歴史上の事実である｡ 1194年リチャードは莫大な身代金








 Joseph Loth, Les Mabinogion, Paris, 1913, (Gene｀ve, Slatkine Reprints, 1975), I , pp.259-260, note 3.
 Roger S. Loomis, 〈The Oral Diffusion of the Arthurian Legend〉, dans Arthurian Literature in the
Middle Ages, op. cit., p.61.
 以下で用いたテキストは次のものである｡ Ulrich von Zatzikhoven, Lanzelet, texte pre′sente′, traduit et
annote′ par Rene′ Pe′rennec, Grenoble, ELLUG, 2004. なお次のフランス語訳も参照した｡ Ulrich von
Zatzikhoven, Lanzelet, traduit par Danielle Buschinger, Paris, Champion, 2003.
 Lanzelet, vv.9322-9349.
 Martin Aurell, op. cit., pp.241-242.
まな詮索がなされた｡ 一時は1214年のザンクト・ガレン修道院の文書にある capellanus
Uolricus de Cecinchovin plebanus Loumeissae の記事を手がかりに, 時代と名前の適合




























 Rene′ Pe′rennec, op. cit., pp.34-39. ただしユーグ・ド・モルヴィルは中世文学にままあるように自己の作品の
真正さを権威づけるために仮託された人物であり, 作者が ｢発明｣ した保証人であるとの説もある (Danielle
Buschinger, op. cit., p.14)｡
 Rene′ Pe′rennec, op. cit., pp.32-34.
 Gaston Paris, art. cite′, Romania, X, p.471 ; Jessie L. Weston, The Legend of Sir Lancelot du Lac, op. cit.,
p.11 ; James D. Bruce, op. cit., p.207.
 Rene′ Pe′rennec, op. cit., pp.19-21. ただしこれにも 『ランツェレット』 は, 当時のフランス語とドイツ語の
文芸に通じた作者がそこここからモチーフと登場人物を借りて自分の創意で組み立てた作品であるとの説も
ある (Danielle Buschinger, op. cit., p.14)｡







ていることを聞く｡ かれの話によると ｢迷いの森｣ (Verworrenen tan, v.5062) の王ファ
レーリン (Valerin) がカーディガンのアーサー王の元に来て, 何をいっても何を望んで
も罰せられない許しを王に乞い, 王はそれを認めたとのことである｡ ファレーリンが申し
立てるには, ギノーフェレ (Ginovere) に関してかれはアーサー王よりも多くの権利を
有している, ギノーフェレの物心つかぬ前から彼女はかれに約束されていたのだ｡ アーサー
王もその臣下も何も知らぬことだと答える｡ 一騎打ちに訴えてもファレーリンは自分の権
























が, ｢強いられた約束｣ の弱められた名残り, 変形とも受けとれる｡
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 Lanzelet, vv.4927-5396.
クレチアン・ド・トロワの 『荷車の騎士』 では, 誘拐者のメレアガンはいつからのこと
かはわからないが, 王妃を愛していたと父親に口走っていた｡ ここでは王妃は幼い時から
ファレーリンに約束されていたと明かされる｡ ギノーフェレのあずかり知らぬことであっ













のように輝いており, 泉もある｡ ボードマギュの城が越えられぬ河の向こうにあり, グラ
ストンベリーが沼地に囲まれている代わりに, ファレーリンの城はけものや蛇によって守
られている｡ 水の名残りなのかかれの城はいつも霧がかかっている｡ 人が容易に近づけな








鹿狩りに出たところ, ファレーリン王があらわれ, 王妃を連れ去った｡ 一同は悲嘆にくれ
ているという｡ ランツェレットたちはすぐさま馬に乗り町にいそぐ｡ 皆のいうには, 王と
すべての臣下はファレーリンの居城である ｢迷いの森｣ の前に陣取り, 考え得るあらゆる
手段で城を攻囲しているが, 何の役にも立たない｡ 一方ファレーリンは王妃に対して決し
て悪さはしない, 彼女の意思に反して何もしないと約束する｡ アーサー王とギノーフェレ
の間に生れた息子ロウト (Lout) も三千の騎士を率いてかけつける｡ ランツェレットと
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ちは集まって相談, 協議する｡ トリスタント (Tristant) の提案で ｢霧の湖｣
(Genibeletense, v.6991) の魔術師マルドゥク (Malduc) を呼び寄せることにする｡ あら
ゆる王国中でかれほど魔法に長けた者はいないのだ｡ このマルドゥクとはエーレクがその




一行はカーディガンの近くの森に入り, 四日目に ｢叫ぶ沼地｣ (schrenden mose,
v.7041) に到着する｡ この沼地は時を定めて叫び声を上げ, どんな馬も沼地を越えること
はできない｡ 一行は叫ぶ沼地を速歩で渡るひとりの騎士を認める｡ かれの馬は足跡を見い
出せないほど速く走るのである｡ かれはかねて知った騎士でドディネス (Dodines) とい
う者である｡ アーサー王以下の四人はドディネスの歓待を受けたのち, かれの案内で ｢霧






父親は承知して, 娘に願いをいわせる｡ 娘はアーサー王一行の通行権を願い出る｡ 王がこ
れまでの誤ちのつぐないをするので, 助けを与えてほしいと願っていると語る｡ マルドゥ
クは王妃を解放したあかつきには, エーレクとヴァルヴェインの身柄を自分に引き渡すこ
とを条件に助力を引き受ける｡ 娘はアーサー王の元に引き返し, 父の要求を伝える｡ 同意
しがたい要求であったが, ランツェレットとトリスタントの説得により王はこの条件をの
















期はほぼ見当がつく｡ ランツェレットら五人は小姓に会う前に, 野原は一面緑となり, 鳥
たちは森で歌い, 人々の心が喜びで満たされた時節にカーディガンに向かっているから,
この事件もその頃に起こったのであろう(70)｡ 王妃の連れ去られた先はその後の物語の進
行からはっきりしていて, 前にもあった ｢迷いの森｣ のファレーリンの居城である｡







れは ｢賢者マルドゥク｣ (Malduc der wseman, v.7364) とされていて, クレチアン・









『ランツェレット』 の作者は王妃の救出劇そのものよりも, 救出にいたる過程, 登場人
物とかれにまつわる出来事や不思議にむしろ関心を寄せているようだ｡
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 誘拐の舞台が白鹿狩りの最中とされるのは, 直接であるかどうかはともかくクレチアン・ド・トロワの 『エ
レックとエニッド』 から借りたものである｡ 皆が集まる宮廷で, アーサー王は白鹿狩りの慣習を再興すると
宣言する｡ 白鹿を得た者は宮廷中のもっとも美しい乙女に口づけをする権利を得る｡ これにともなう悶着を
憂慮してゴーヴァンは反対するが, 王に二言はない｡ 翌朝狩りが始まり, 王妃も侍女とエレックを伴として
参加する｡ 三人は皆におくれ, 森の中でひとりの武装した騎士イデール (Yder) と連れの乙女と小人に会う｡
侍女とエレックは小人に鞭打たれ, 恥辱を受ける (Chre′tien de Troyes, Erec et Enide, op. cit., vv.27-274)｡
白鹿狩りの最中に鞭打たれた恥辱を王妃の誘拐に置き代えれば, そのまま 『ランツェレット』 の誘拐譚とな
る｡ またイデールは別の物語では王妃のかつての愛人とされるが, ここでは警護の役を主人公エレックにゆ
ずり, みずからは敵役に回った｡ イデールはモデナの大聖堂の彫刻にあった, Ysdernus である (Roger S.
Loomis, Arthurian Tradition and Chre′tien de Troyes, op. cit., pp.77-79)｡
いずれにしても広く流布していたであろうこの話をウルリッヒは事改めて再話する必要を認めず, ただ白鹿
狩りの最中に王妃が連れ去られたと語るだけにとどめたのであろう｡
 クレチアン・ド・トロワの 『エレックとエニッド』 では, 新しい季節の聖霊降臨祭の日に, カラディガンの
城にアーサー王は宮廷を開いた｣ (vv.27-29) とあり, ｢こうして狩りは翌日の日の出に定められた｣ (vv.67-
68) とあって, 作者は狩りの日取りを具体的に記している｡
 Erec et Enide, v.1679.
 Jessie L. Weston, The Legend of Sir Lancelot du Lac, op. cit., p.80 ; Roger S. Loomis, Arthurian
































 用いたテキストは次のものである｡ The Works of Sir Thomas Molory, ed. by Euge｀ne Vinaver, Oxford,
Clarendon Press, 1967, vol.III, pp.1119-1130 (Bk. XVIII・25-Bk. XIX・5). 訳本として次のものを参照し
た｡ トマス・マロリー 『アーサー王の死』 厨川文夫・厨川圭子訳, ちくま文庫, 1986年｡ トマス・マロリー
『アーサー王物語 Ⅴ』 井村君江訳, 筑摩書房, 2007年｡ Thomas Malory, Le Roman du Roi Arthur et de
ses Chevaliers de la Table Ronde, tome II, traduit par Pierre Goubert, Nantes, L'Atalante, 1994.
マロリーとほぼ同時代の印刷業者ウィリアム・キャクストン (William Caxton) は1485年にマロリーの作品











ンスロットは時をおかず武装し, 馬の仕度をさせる｡ ラーンスロットは全速力で駆け, テ
ムズ川を馬でランベスに渡り, 一行のあとを追って森に入る｡ そこには三十人の射手が待
ちかまえ, かれに引き返すように, さもなくば馬を射殺すという｡ ラーンスロットはかれ
らの卑劣さをなじる｡ かまわず射手は馬に矢を放つと, 四十本の矢を受けて馬は倒れる｡
ラーンスロットはやむなく徒歩で進むが, 溝や垣があってかれらに近づけない｡ しばらく
歩くうちに, 鎧かぶと, 盾と槍の重みに耐えかねるようになる｡ そこに折よくたきぎを拾
いに来た一台の荷車が通りかかる｡ 荷車に乗せるようラーンスロットは頼むが, 御者はこ








ンスの本｣ (the Freynsh booke) によれば, その後ラーンスロットは長く ｢荷車の騎士｣





















































 Chre′tien de Troyes, Le Chevalier de la Charrette, vv.321-344.
 Thomas Malory, op. cit., p.1126, 12.
 Ibid., p.1608, note au page 1126, 14-16.
 Ibid., p.1127, 5-6.
へだたりができた｡ さらにひとつ目につくのは, 『荷車の騎士』 とはことなる誘拐の場面
そのものである｡























ているのである｡ すなわち ｢さて荷車の騎士の話はここで終りにして, 話をもとにもどそ







 Ibid., p.1120, 17.
 Arnold van Gennep, Manuel de folklore francais contemporain, tome premier, 4, Paris, Picard, 1949,
p.1422.
 Jean Renard, Le Roman de la Rose ou de Guillaume de Dole, e′d. par Fe′lix Lecoy, Paris, Champion
(CFMA), 1970, vv.4151-4162.
 Les Tre`s Riches Heures du Duc de Berry, Chantilly, Muse′e Conde′/Paris, Draeger-Vilo, 1969.
 Thomas Malory, op. cit., p.1130, 4-5.
 Ibid., Commentary by Euge｀ne Vinaver, p.1592 ; Gaston Paris, art. cite′, Romania, XII, pp.501-502 ; Jessie L.
Weston, The Legend of Sir Lancelot du Lac, op. cit., p.49.
紀初めの注釈などに王妃の誘拐をたくらむメルウァス (Melwas) なる人物が記されてい
る｡ Melwas がクレチアン・ド・トロワの Meleagant であることは前に述べた｡
たとえば十四世紀のウェールズの詩人ダヴィド・アプ・グゥイレム (Dafidd ap
Gwilym) の恋人の嘆きを歌う詩の一節の大略は次のようなものである｡ ｢メルウァスの策
略を願ってもかいはない｡ 盗人は幻術とぺてん (あるいは仮面, 変装) で美女をこの世の
果てに連れ出した｡ ぺてん師は緑の森に, 木々の枝の城壁に行った｣(85)｡




















オーエンの記事, あるいはクレチアン・ド・トロワの 『荷車の騎士』 にあっても, 王妃の
誘拐は五月に起きた｡ しかも前二者にあっては五月の花つみをし, 木の葉を身にまとって
いる｡
他の証言も加えてルーミスは王妃の誘拐譚を五月を境とする ｢夏｣ と ｢冬｣ の争い, 最
後に ｢夏｣ の勝利に終わる季節をめぐる神話に起源をもつものとしている(90)｡ 五月一日
はケルトの暦ではベルティネ (Beltaine) と呼ばれ, この日から夏がはじまる特別な日で
ある｡ ウェールズでは近代にいたるまでこの日には若者が夏と冬の軍勢に分かれ模擬戦を
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 Gaston Paris, art. cite′, Romania, XII, p.503 ; Roger S. Loomis, Arthurian Tradition and Chre′tien de
Troyes, op. cit., pp.215-216.
 Gaston Paris, art. cite′, Romania, XII, p.504 ; Roger S. Loomis, Arthurian Tradition and Chre′tien de
Troyes, op. cit., p.216.
 Ibid., p.216.
 Gaston Paris, art. cite′, Romania, XII, p.504.
 Thomas Malory, op. cit., pp.1119-1120. この部分はキャクストン版では第18巻の巻末に置かれているが, 内
容的には王妃の誘拐を語る第19巻への導入となるものである｡










 Roger S. Loomis, Arthurian Tradition and Chre′tien de Troyes, op. cit., pp.216-218. なおケルトでは, ま
た中世フランスでも, 一年は夏と冬の二季に分けられるようで, 春と秋に言及することはまれである｡ 五月
は中世の観念では夏である｡
 フィリップ・ヴァルテール 『中世の祝祭』 渡邉浩司・渡邉裕美子訳, 原書房, 2007年, 163-169ページ｡ J.G.
フレイザー 『金枝篇 (二)』 永橋卓介訳, 岩波文庫, 1966年, 322-324ページ｡
 Roger S. Loomis, Arthurian Tradition and Chre′tien de Troyes, op. cit., p.218.




拐される｡ クレチアン・ド・トロワの 『荷車の騎士』 はこの話を主題とした物語として後
世にもっとも大きな影響をおよぼした｡ 王妃に至純の愛をささげる湖の騎士ランスロは,
王妃のあとを追ってさまざまな試練を乗りこえ, 宿敵のメレアガンを倒して王妃の救出に
成功する｡ しかしメレアガンとは誰なのか, 王妃はなぜ誘拐されなくてはならなかったの
か, 救出者はランスロと定まっていたのか, どのようにして王妃は誘拐されたのかなどを
めぐってこの話にはさまざまなヴァリエーションが存在する｡
おそらくケルトの神話と種々の伝承にさかのぼる王妃の誘拐譚は, 現存するいくつかの
物語と徴証の中に残されている｡ 徴証は先人の努力によって意外な所にも発見された｡ 十
二世紀の聖者伝にも王妃の誘拐が触れられ, モデナの大聖堂の浅浮き彫りにも刻まれてい
る｡ もちろんクレチアンのあとをつぐ作者によっても踏襲された｡ とはいってもそれらの
作品にもクレチアンの作品にはない新しい性格, 特徴がある｡ 本論においてはさまざまな
証拠の中に奪われた王妃の物語の変異と起源をたどって諸説を紹介した｡
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